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新学習指導要領の意図実現を目指した授業改善
問題解決の方法を考え,説明する算数的活動の工夫
一第6学年 ｢2/3と3/5の大小比較 (通分)｣の授業を通して一
鈴 木 隆 幸
研究の要約
弟教科の改訂は,中央教育寄議会の答申に示された改音の基本方針を受けて行われた
ものである｡そのLl=lで,算数教育では ｢算数的活動を一層歪視する｣という方向性が
示され,算数的活動を取り込んだ授菜改善が期待されているOそこで,本実践では
｢界数的活動｣を重視する背魚と授讃改掛 こおけるその役割を明らかにし,今回の改
訂で新しく節数的情動に位隈付けられた ｢問堪解決の方法を考え説明する活動｣をど
のように遅めたらよいかを授群を通して探っていく｡
1 研究のねらい
算数科の改訂では ｢算数的活動を 僧蚤祝する｣と
いう方向性が示され,算数的活動を取り込んだ授英改
善が期待されているo
そこで,本実践では ｢算数的活動Jを慶祝する背景
と授其改三割こおけるその役割を明らかにし,今回の改
訂で新しく算数的活動に位置付けられた r問題解決の
方法を考え説明する活動｣をどのように進めたらよい
かを授業を適して探っていく｡
2 ｢算数的活動｣が重視される背景
(1)算数的活動の充実
教育課程部会は,学習指導要領の改訂に関して,算
敬科の5項目の盤本方針を示している｡その節一に
r罫数的活動の充実｣を取り上げている0第軌 数学
科については,その成越を踏まえ,小 ･中･揃等乍校
を通じて,発達段階に応じ,算故的活動 ･数学的な活
動を一層充実させ,基礎的 ･基本的な知孤 ･技経を酪
実に身に付け,数学的な思考ノブ･表現力を育て,学ぶ
音欲を高めるよ･')にするO
(2) r算数的活動｣を進める上でのこれまでの問題
点と課席
活助盛観の罪教科の改善は学習椿等要領の改訂の度
に強調されてきた経線があるO平成10年の告示の草
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習括蒔要領においても, ｢第数的活動｣という新しい
キャッチフレー ズを登場させ, ｢数且や図形について
の作美的 ･体験的な活動｣に基づく算数料の授讃改善
を図る方向作が示された ところが,界数的活動は外
的な活動だけでなく,内的な活動も含むとしたことを
都合よく解釈する傾向にありその進捗状況は教育課程
実施状況調査を見ても良好とは言えない｡
今回は,r解散的活動の充実｣を詣っている｡算数
的活動を積極的に取り込めばよいというものでなく,
弟数的活動の質を問うものであるb本当の意味での寂
しさと充実感のある界数的活動を求めたものである｡
これに関して,界数的活動の課題として次の2点を桁
橋している｡
①より多くの実践例を開発すること
②所動のねらいを明確にすること
Oは放血や図形に関する作業的･体験的の実践的な
開薦研究が不 f･分という指摘である｡②は,算数のU
標と常数的括軌が華離している授業が少なくないとい
う指摘であるO
(3)体最重視と言語活動の充実
算敬的活動の充実は従前の体験重択o)延長線｣に位
置付く施策であるが,今回は ｢自分に自信が持てない
子ども｣-の対応を強調している.体験活動の充実を
通して子どもの自信の喚起 ･回復を促すわらいがあるり
事故的活動は重要な役割を担っていることを強く藩 政
Lて授兼実践する必要があるo
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青石吾活動の充実は 各教科を一貫して楓析するキー
コンビテンシーの育成にかかわる重要な改善の視点で
ある∩音∃■語活動を行う界数の役割は大きいとして下記
の例示を示している｡
･比較や分鼠 関連付けといった考えるための
技確,櫛柄的な考え方,演樺的な考え方を活
用して説明する｡
従前の算数的所動のカテゴリー は,具体物を軌かす
外的な活動や念頭操作などの内的な活動であったが,
自分が思考してきた過程や方法を倫理的に説明する言
語活動が算数的情動に含める必要性が生まれてきた,
3 算軟的活動を取り込んだ授業改善の具体的方策
(1)算数的活動の例示から
改善の基本方針には,例示として次の3境目が挙げ
られている｡①,②については従前にも見られたが,
③は言語活軸の充実の観点から新しく強調されている
点である｡
①具体物を用いて数畳や図形についての意味埋
解すろ活動
②知識 .技能を実際の場面で活用する活動
(2)例示をもとにした授業改善
①意味理解する活動の充実
数愚や図形についての意味理解のための算数的活動
はこれまでも鬼祝されてきたが,成果が上がっていな
い0-番の批罷副ま外的な活動と内的な活動のギャップ
を解消する方策が構築されていないことである｡算数
的析動の内耐 ヒをいかに図ればよいかを考えていくこ
とが大切である｡
(参知誠 ･技能を活用する活動の充実
全国学力調査でも活用力に戚題があった｡第数的活
軌を通して,既習の知軌 技稚,数字的な考え方等を
所用して課題解決に取り組み,思考力･判断力･表現
力を育成することが大切で ある｡加織 ･技能の習得
を基盤にした葬数的活動が不可欠である｡外的な活軌
に終始しないで,新しい数免や図形の意味や原理を理
解するときに,既習の知軌 抜取 数学的な考え方を
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活用するなど,内的な活動に蛋点をおいた授業改善が
必要である｡
(宣澗塩解決の方法を考えて説明する活動
算数的活軌に新しく位鮭付けられた内容であり,
｢説明九 の育成がこれからの授菜で求められている｡
言L吉吾活軌の充実については,改善の方針で次のように
示され,①の ｢説明力Iを基盤として,②のコミュニ
ケーションは展開される｡
①自分の考えを分かりやすく説明すること(説明力)
自分の考えを分かりやすく説明する要素として,根
拠,筋道 (論理),同,敬,式,表,グラフ等の適切
な活用を盛祝し,敦盛や図形についての課題を解決し
てきた自分の考えを,根拠をもとに筋道を立てて説明
できるように授業改善を図ることが大町ごある｡
4 授業の実際
(1)単元名 分数のたし算とひき算
(2)単元目標
･分数で表すよさがわかり.-進んで分数の性質を嗣べ
たり,異分母分数のたし算 ･ひき算の計算の仕方を
考えたりしようとする｡ (関心 ･意欲 ･傾度)
･等しい分数の作り方や通分の仕方を見出したり,過
分の仕方を使って異分母分数のたし第 ･ひき算の計
算の仕方を考えたりすることができる｡
(教学的な考え方)
･異分粒分数のたし第 ･ひき算の計算が正確にできる｡
(姦現 ･処理)
･等しい分数とその性質を知り,分数の約分や通分が
分かる｡ (知識 ･理解)
(3)指導計画 (全10時間)
第一次 異分母分数の大小比較をする｡ (5時間)
第1時 r大きさくらべゲーム｣をする中で ｢単位
の違う分数の大きさの比べ方やひき算仕方
を考えていこう｣という単元の瓢題づくり
第2時 等しい分数の作り方
第3時 約分の意味と仕方
第4時 通分の意味と仕方 (本時)
第5時 妓小公倍数を使っての通分
第二次 異分母分数の加減計算をする｡ (3時間)
第三次 異分野分数の人小比較や加減計井を活用した
問題づくりをする｡ (2時間)
(4)算数的活動の工夫
①等しい分数の作り方や公倍数の考え方を活用して
自分の考えをつくる活動
分母の違う2/3と3/5の大きさはすぐに比べられ
ないことに気づいた子どもが,既習の2/3や3/5に
等しい分数を作ったり,分母の3と5の公倍数を考え
て分母を同じにして比べることができるように数式や
音薬で自分の考えを背く活動を取り込むO
②2′/3と3/5の大きさの比べ方を説明する活動
自分で考えを持った後,子どもがそれぞれの考えの
とさをとらえることができるように,等しい分数の作
り方や公倍数の考え方を根拠にしながら,2/3と3/
5の大きさの比べ方を順序よく脱明する活軸を取り込
むd
(5)本時の展開 (第一次第4時)
①本時の目標
2/3と3/5の大小比較の方法を考える中で,単位
の違う分数は分母の公倍数に着日して単位をそろえれ
ば,どちらがどれだけ大きいかが簡単に分かることに
気づき,異分母分数の大小比較の方法を説明すること
ができ:･3｡
②本時の流れ
《課厚をつかむ場面》
指導のポイント
単元の導入で取り上げた数カードを提示しなが
ら,単元の課題に振り返らせ ｢3/5と2/5｣
｢1/2と2/4｣は大小比較の方法を説明でき
るようになったが ｢2/3と3/5｣はすぐに説
明できないことに気づきやすくする｡
T 数の大きさ比べをしていよしたね｡
(｢3/5と2/5｣ ｢2/3と3/5｣ ｢1/2
と2/4｣のカードを黒板に貼りながら,)
この中ですぐに大きさ比べができたのはどれでし
たカ㌔
C 3/5と2/5はすぐにわかりました｡3/5は
1/5が3つ分で2/5は1/5が2つ分だから
です｡
C 単位が1/5でそろっているから,大きさが比べ
られます｡
C 1/4と2/4もすぐわかりますD1/2の分母
と分子に2をかけると2/4になります｡単位が
そろっていなくても,等しい分数を作っていけば
分かりました｡
C 2/3と3/5はすぐには分かりません｡
T どうしてですか｡
C 2/3の単位は1/3で3/5の単位は1/5だ
から,単位がそろっていません｡
C 何とか単位をそろえたら,比べられるかもしれよ
せん｡
このように､どうすれば2/3と3/5の大小比較
ができるかの見通しについて話し合うことにより.分
母を同じにすれば大きさが比べられそうなことに気づ
かせ,本時の課題を ｢2/3と3/5はどちらがどれ
だけ大きいのかはっきりさせよう｣と決めた｡
《自分の考えをもつ場面》
指革のポイント
どんな既習平項を使って大きさを比べたのかノー
トに軟式や膏薬で潜く活動にすることにより,等
しい分数の作り方や公倍数の考え方などの既習事
項を信用しやすくする.
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《話し合いの場面》
指導のポイント
それぞれの考えを1つ1つ取り上げて根拠を明ら
かにしながら説明させ,共辿点や相迎点に着目さ
せながら話し合わせることにより.それぞれの考
えのよさをとらえやすくする｡
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C 私は2/3と3/5の等しい分数を作ってみまし
た｡2/3を倍分していくと2/3-4/6-
6/9-8/12-10/15-12/18-･
･･と続きます｡
3/5を倍分していくと6/10-9/15で単
位が1/15にある分数が見つかったので,
10/15と9/15を比べて,2/3の方が大
きいと分かりました｡
C ぼくは,分母の公倍数に目をつけましたっ
単位が同じだと比べられるので,分冊をそろえる
ために3と5の公イ蔀紋を考えると15になりまし
た｡分母を15にするために,2/3の分母と分
子に5をかけ,3/5の分母と分子に3をかけま
した.10/15と9/15になるので2/3の
方が大きいと分かりました｡
C ぼくは,分数を小数に直してみました｡2/3は
2÷3に血せるので計算して0.666- ･
3/5は3÷5に血せるので0.6になります.
だかF,2/3の方が大きいと分かりました｡
C 分数を小数に直す考えは,どちらが人きいかは分
かるけど,どれだけ大きいかがはっきりしません｡
C 等しい分数を作っていく考えは正確だけど,公倍
数を見つける考えの方が簡単に単位が同じ分数を
見つけることができると思い吏す｡
T 分母の公倍数に日をつける考えがでてきたけど,
分子の公倍数を探していく考えもあるんじゃない
かなっ
C 間違いじゃないと思うけど,分丁の公倍数をみつ
けて比べても,剰立がそろっていないから,どれ
だけ大きいかけ比べられないと思います｡
C やっぱり,分riJ=の公倍数に日をつける考えが,単
位がそろって人きさが比べやすいし,簡単だと思
います.,
このようによりよい考えを探らせ, rどちらがどれだ
け大きいかが分いつでもわかるJという観点からそれ
ぞれの考えを見直し◎分冊の公倍数に着日する考えの
よさに気付きやすくしたっ
さらに､3/4と5/7などの場合について考える
活動を取り入れることにより,分母の公倍数に着目す
る上さを確かめやすくした｡
5 成果と課低
木実践では ｢罫数的活動｣を有線する背景と授業改
善におけるその役割を明らかにし,今回の改訂で新し
く第数的活動に位置付けられた ｢間越解決の方位を考
え説明する活動｣をどのように進めたらよいかを授 業
を通して探った｡本時の ｢2/3と3/5の大きさの比
べ方を説明する活動｣では､自分で考えを持った後,
等しい分数の作り方や公倍数の考え方を根拠にしなが
ら,2/3と3/5の大きさの比べ方を順序よく説明す
る活動を取り込むことで､子どもがそれぞれの考えの
よさをとらえることができるようになり,よりよい考
えをみんなで見出すことができた｡
このような詐欺的活動を毎時間の授業の中で繰り返
すことで,子ども一人ひとりが説明力を伸ばし,数学
的な表現力を編めることができるようにしていきたい｡
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